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＜病棟連絡事項＞
・新聞共同購入31名希望あり、申し込みをしています。申込者のリストもまとめていく予定です。

＜ベッドコントロール＞
・橋本　とし様～10/11 　南病棟より西病棟Aユニットへ転入予定。
＜患者様連絡事項＞
・中村　聡様～頭痛時）カロナール(200)1T　10回分処方。
・見付　龍矢様～不眠時）ブロチゾラムＯＤ(0.25)錠1T　7回分処方。
・成田　富士子様～風邪症状の訴えが続いており、ＰＬ顆粒　3P　毎食後　3日分処方。
・小倉　健太郎様～10/11(月)当院でコロナワクチン2回目接種予定。田名部Dr.より許可となり、予診票サイン頂いています。
・安達　貴浩様～疼痛時）ロキソプロフェンＮａ(60)1T 10回分処方。
＜要注目患者様ケース検討＞
・松谷　さと子様～私物のはさみが無いと訴えることがありましたが、しつこさはなく落ち着いて過ごすこと出来ています。引き続き精神症状観察していきましょう。
・外崎　昭雄様～確認行為ありますが、失見当識様の言動や不調は聞かれず、適度に交流見られています。夜間の睡眠も取れています。必要時声掛けしていきましょう。
・小栗　健太郎様～昨日の準夜帯では、「落ち着かない」「しんどい」等の訴えが多く、コントミン(12.5)1Tとレボトミン(5)2Tを内服。衝動行為は無く、0：00頃より休み、中途覚醒はあるが睡眠は取れています。日中は不安感等の訴えはなく、落ち着いて経過。衝動行為に注意して観察していきましょう。
・佐々木　明津子様～22：00過ぎ、Aユニットホールで大きめの声で東京の娘様と電話をすることがあり、テレビ室へ誘導をしています。不機嫌さなく応じ、23：00就床していますが、他者迷惑とならないよう使用時間について説明をしていきましょう。
・佐々木　一様～準夜帯より水様便頻回にあり、腹部症状訴え朝・昼不食しています。日中は排便目立ちませんが、引き続き腹部症状観察し、水分等促していきましょう。

・松川　順子様～準夜帯で「殺される。」と不安感訴えています。日中も一時的に不安感の訴えありますが、傾聴にて落ち着く事出来ています。

・竹内　恒子様～準夜帯に夕食拒食し、うなだれている事があり。「13年前に弟が調子を崩した」と悲観的となり、夜間、寝具までの尿汚染も見られています。日勤帯は、表情冴えないが、訴え無く、日課の取り組みも出来ています。
＜ピアサポートミーティング＞

・患者様2名不調で参加出来ていません。4人で実施していますが、GH体験外泊について話して頂く予定でしたが、対象患者様の精神状態が不安定で違う話題で話をしています。詳しくは実施記録参照して下さい。
＜病棟事業の話し合いについて＞

今年度の事業方針として、入院・退院支援を充実させていく事が病棟の方針ですが、
その中で、患者様の自己管理能力の向上（セルフケア能力の向上）に対して、病棟ス
タッフがどのように取り組んでいくか、スタッフの意見を出し合っています。

金銭管理、嗜好品の管理、糖尿病の為食事療法している人の管理、飲水量の管理など、
自己管理能力を向上させる為に、どのように関わっていくかそれぞれ話し合い、見直
しをしていく事としています。

・スタッフで共通認識していくにはどうしていけばよいか。
→受け持ち患者様と積極的に関わりを持ち信頼関係を築いていく中で必要な看護
やケアを見出していく

→カンファレンスで情報を発信し、患者様に必要な看護やケアを話しあい、情報共

有していく必要がある
・共通認識をするために、カンファレンスやメールで発信していく。

・管理しすぎるのは患者様の自己管理能力を低下させるリスクに繋がるのではないか。
以上の意見がありました。今後、高橋SGMから自己管理能力の向上・セルフケア能力

の向上について一人ひとりから意見を聞いていく事となっています。
